
P1

主日礼拝式文（聖餐礼拝）

テキストボックス
この式文は、日本福音ルーテル教会で使用されているものの一例です。
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招　き

招　き

司式：神は、すべての人が救いの恵みに与るように、礼拝に招いてくださいました。

会衆：私たちは招かれて、ここにいます。

司式：父と子と聖霊のみ名によって。

会衆：アーメン。

告　白

司式 :神のみ前で私たちの罪を告白し、心を合わせて赦しを求めましょう。

一同：神さま。

　　　私たちは思いと言葉、行いと怠り、また無関心によって、あなたから遠く離れ、

　　　み旨に背いてきました。今、ここに罪を告白します。

（黙　祷）

赦　し

司式：恵みの神さま。

会衆：私たちを赦してください。

司式：神は、み子イエス・キリストの十字架によって私たちを赦し、洗礼の約束により

　　　新たに生まれさせ、永遠の命へと導いてくださいます。

　　　父と子と聖霊のみ名によって。

会衆：アーメン。

招きの歌

わたし            まね

わたし            ゆる

わたし            おも           ことば    おこな       おこた                    むかんしん                                                     とお    はな

むね   そむ                                     いま                    つみ     こくはく      

かみ
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[司式 ] [会衆 ]

に     い の り ま   しょう。 主  よ      ー あ  わ  れ     ん で  く  だ  さい。平安のうち

[司式 ] [会衆 ]

主  よ      ー あ  わ  れ     ん で  く  だ  さい。に     い の り ま   しょう。神からの平安と
私たちの救いのため

[司式 ] [会衆 ]

 で     く     だ     さ    い。  アー             メン。恵みの主よ、私たちを救い
守り、助け、あわれん

[司式 ] [会衆 ]

主  よ      ー あ  わ  れ     ん で  く  だ  さい。に     い の り ま   しょう。世界の平和と
神の教会の成長と
主の民の一致のため

[司式 ] [会衆 ]

主  よ  ー   あ  わ  れ  ん で  く  だ  さ  い。に     い の り ま   しょう。この聖なる教会と
ここに集い礼拝に
与る者のため

キリエ
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[司式 ]

い  と   た   か  き と  こ   ろ   に  は え   い   こ   う  か    み     に

[一同 ]

ち   に  は  へ  い  わ み   こ  こ  ろ  に ひ   と    び  と   に か    な     う

しゅー  を  あ  が  め  しゅ  を  あ  お  ぎ しゅー を お が み しゅ を た た え ま す

しゅ な る か み てんの おう  ぜんの うのち ち  あなた の えいこうに かんしゃ し ま す

しゅな  る  か  み  か  み  の  こ  ひ  つ  じ  ち  ち  の  ひ  と  り  ご  しゅイエス・ キ リ ス ト

よーの  つみを  と り の ぞ  く  しゅ  わたしたちを  あわれ  み  いの り  を  きいて  く だ さ  い

あ  な  た  は   せ  い  れ  い  と  と  も   に  ち  ち  な  る  か  み  の  え  い  こ  う  の  う  ち   に

ち  ち  の  み  ぎ  に  お  ら  れ  る  しゅ    わ  た  し  た   ち  を  あ  わ  れ  ん  で  く  だ  さい

あ  な  た  だ  け  が  せ  い  な  る  しゅ        い  と  た  か  き  イエス・  キ  リ  ス       ト

グロリア
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つどいの祈り

司式：祈りましょう。

一同：・・・私たちの主イエス・キリストのみ名によって祈ります。

          アーメン。

司式：みことばを聞きましょう。

第一の朗読

朗読者：本日の第一の朗読は、「書名〇〇」〇〇章〇〇節から始まります。

　　　　（朗　読）　第一の朗読を終わります。

第二の朗読

朗読者：本日の第二の朗読は、「書名〇〇」〇〇章〇〇節から始まります。

　　　　（朗　読）　第二の朗読を終わります。

讃　歌

福音書の朗読

朗読者：本日の福音は、「書名〇〇」〇〇章〇〇節から始まります。

　　　　（朗　読）　福音書の朗読を終わります。

みことば

ハ     レ      ル     ヤ       ハ     レ        ル    ヤ     ハ     レ      ル               ー        ヤ

キ   リ   ス   ト   は      へ   り   く   だ   り      死   に   い   た   る   ま   で

じゅ  う  じ ー  か ー  の           死 に い た る ま で    じゅ う  じゅ  ん  で  し  た

＊四旬節、受難週には特に次の詠唱を用いる。

わたし            しゅ                                                      な                      いの

ほんじつ   だいいち   ろうどく                                               しょう        せつ         はじ

ほんじつ   だいに       ろうどく                                               しょう        せつ         はじ

だいいち    ろうどく     お 

 だいに      ろうどく      お 



P6

-6-

説　教

みことばの歌

信仰告白

司式：ニケヤ信条によって、信仰の告白を共にしましょう。

会衆：天と地、すべての見えるものと見えないものの造り主、全能の父である　唯一の神

　　　を私は信じます。唯一の主イエス・キリストを私は信じます。主は神のひとり子で

　　　あって、全ての世に先立って父から生まれ、神の神、光の 光、まことの神のまこと

　　　の神、造られたのでなく、生まれ、父と同質であって、すべてのものは主によって

　　　造られました。主は私たち人間のため、また私たちの救いのために天から下り、聖

　　　霊により、おとめマリアから肉体を受けて人となり、ポンテオ・ピラトのもとで私

　　　たちのために十字架につけられ、苦しみを受け、葬られ、聖書のとおり三日目に復

　　　活し、天に上られました。そして父の右に座し、栄光のうちに再び来て、生きてい

　　　る人と死んだ人とをさばかれます。その支配は終わることがありません。主であっ

　　　て、いのちを与える聖霊を私は信じます。聖霊は父と子から出て、父と子とともに

　　　礼拝され、あがめられます。また、預言者をとおして語られました。唯一の、聖な

　　　る、公同の、使徒的な教会を私は信じます。罪の赦しの唯一の洗礼を私は受け入れ

　　　ます。死人の復活と来たるべき世のいのちを待ち望みます。（アーメン）

教会の祈り

司式：祈りましょう。

　　　神さま。私たちは主イエス・キリストによって成し遂げられたあなたのみわざを称

　　　えます。あなたはみ言葉によって全てのものを創り、イエス・キリストを命の言葉

　　　として、この世にお贈りくださいました。この世の智恵では見出すことが出来ない

　　　深い憐れみと愛に感謝します。

司式：恵みの神さま。あなたのみ言葉から受けた恵みに応え、私たちは心を合わせ、父な

　　　る神であるあなたに祈ります。私たちの祈りを、聞き届けてください。

結びの祈り
司式：恵みの神さま。

　　　あなたの憐れみに信頼し、私たちのすべての祈りを委ねます。私たちの救い主、　

　　   イエス・キリストによって祈ります。

会衆：アーメン。

てん     ち                              み                              み                                 つく     ぬし    ぜんのう   ちち                     ゆいいつ   かみ

    わたし   しん                   ゆいいつ    しゅ                                               わたし   しん                     しゅ     かみ                      ご

                     すべ           よ       さきだ            ちち           う                 かみ    かみ   ひかり   ひかり                        かみ

      かみ    つく                                            う                 ちち     どうしつ                                                                しゅ

つく                                 しゅ    わたし       にんげん                            わたし              すく                          てん         くだ           せい

れい                                                                 にくたい     う            ひと                                                                                   わたし 

                               じゅうじ  か                                 くる                  う           ほうむ            せいしょ                      みっか  め      ふっ 

かつ          てん     のぼ                                              ちち     みぎ      ざ           えいこう                  ふたた     き             い 

     ひと       し           ひと                                                             し はい     お                                                             しゅ

                                あた          せいれい  わたし   しん                   せいれい    ちち      こ             で            ちち      こ

れいはい                                                                           よげんしゃ                          かた                               ゆいいつ         せい  

                  しにん    ふっかつ     き                        よ                             ま      のぞ

           こうどう            し  と てき   きょうかい  わたし   しん                    つみ     ゆる          ゆいいつ  せんれい   わたし    う        い



P7

-7-

[司式 ]

[司式 ]

[司式 ]

聖　餐

平和の挨拶

司式：主の平和がみなさんと共にありますように。

会衆：またあなたと共に。

司式：互いに平和の挨拶を交わしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊「主の平和」と言いながら挨拶を交わす。

聖餐の歌

序　詞

その日の序詞

司式：聖なる主　全能の父　永遠の神様。

　　　いつどこででも、あなたに感謝するのは、正しい務めであり、また私たちの喜びです。

　　　・・・（特別序詞）・・・

　　　今、地上のすべての教会は、あなたのみ名をあがめ、永遠の賛美を天のみ使いと聖徒 

          たちと共に、声を合わせて歌います。

[会衆 ]

[会衆 ]

[会衆 ]

主  が と  も  に    お  ら  れ る   よ う    に。      ま    た     あ な  た  と  と  も   に。

こ こ ろ を  た か  く  あ  げ て     主  を あ  お ぎ  ま  しょう。    主  を あ お  ぎ ま   す。

主 に か ん  しゃしま しょう。     か   ん  しゃ とさ ん  び を      さ ー さ ー  げ  ー ー  ま  す。

しゅ    へい わ            い                      あいさつ     か

とも
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サンクトゥス

せ   い   な   る、   せ   い   な   ー   る、     　せ   い   な   る   ち   か   ら   の   主。

い    と   た   か      き    と    こ    ろ     に        ホ    ー   ー   ー    ー   ー   サ   ー    ナ

しゅ    の      み      な       に       よっ         て            こ     ら    れ    る     か    た      に、

しゅ   く        ふ         く           が             あ      る      よ       う         に。

て   ん   と   地      に、  主   の   え    い   こ    う    は     み   ち    て   い  ま   す。

い    と   た   か      き    と    こ    ろ     に        ホ    ー   ー   ー    ー   ー   サ   ー    ナ

設　定

司式：私たちの主イエス・キリストは渡される夜、パンを取り、感謝し、これを裂き、弟子

           たちに与えて言われました。「取って食べなさい。これはあなたがたのために与え

            るわたしのからだである。わたしの記念のため、これを行いなさい」。食事ののち、

            杯をも同じようにして言われました。「取って飲みなさい。これは罪の赦しのため、

            あなたがたと多くの人々のために流す、わたしの血による新しい契約である。わた

            しの記念のため、これを行いなさい」。

会衆：アーメン。
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主の祈り

天の父よ。

み名があがめられますように。

み国が来ますように。

み心が天で行われるように、地上でも行われますように。

私たちに今日もこの日の糧をお与えください。

私たちに罪を犯した者を赦しましたから、私たちの犯した罪をお赦しください。

私たちを誘惑から導き出して、悪からお救いください。

み国も力も栄光も　とこしえにあなたのものだからです。

アーメン

アグヌス デイ

よ  ー  ー  の  つ  み  を    と  り  の  ぞ  く        か  ー  み  の  こ  ひ  つ         じ

よ  ー  ー  の  つ  み  を    と  り  の  ぞ  く        か  ー  み の  こ  ひ  つ          じ

よ  ー  ー  の  つ  み  を    と  り  の  ぞ  く        か  ー  み の  こ  ひ  つ          じ

あ      わ      れ      ん      で      く      だ      さ                    い

あ      わ      れ      ん      で      く      だ      さ                    い

へ      い      わ      を      お      あ      た      え               く        だ        さい

てん    ちち

な

くに      き

こころ  てん   おこな                                  ちじょう         おこな

わたし              きょう                  ひ      かて         あた

わたし            つみ     おか         もの    ゆる                                    わたし             おか         つみ          ゆる

わたし            ゆうわく          みちび  だ                 あく                すく

      くに    ちから  えいこう
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聖餐への招きと配餐

司式：洗礼の礼典にあずかったかたは、聖卓へお進みください。

司式：キリストの体です。　

会衆：アーメン。　　

司式：キリストの血です。　

会衆：アーメン。

　

配餐後の祝福

司式： 私たちの主イエス・キリストの体と血とは、信仰によって、あなたがたを強め、守り、

          永遠のいのちに至らせてくださいます。

会衆：アーメン。

　

聖餐の感謝

司式：憐れみ深い神様。

          この救いの賜物により、新たに力を与えてくださったことを感謝します。　私たち

　　   がますます主を信じ、互いに愛し、仕え合うことができるようにしてください。

          あなたと聖霊と共にただ独りの神であり、永遠に生きて治められるみ子、主イエス・

          キリストによって祈ります。

会衆：アーメン。
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感謝の捧げもの
　

派遣の祈り

当番：世界の創り主、全能の神様。

          イエス・キリストにより、私たちを一つの体として結び合わせてくださり感謝いたします。

　　　私たちを希望と忍耐と勇気で満たし、隣人を愛することができるようにしてくださ

           い。今、捧げられたものがあなたを証し、世界の人々に届けられますように。痛み

           悲しむ人々の隣人として、私たちを聖霊によって送り出してください。主イエス・

           キリストのみ名によって祈ります。

会衆：アーメン。

派遣の歌

祝福

司式： 主があなたを祝福し、あなたを守られるように。(― 守られます )

          主がみ顔を向けてあなたを照らし、あなたに恵みを与えられるように。(― 与えられます)

          主がみ顔をあなたに向け、あなたに平安を賜るように。(― 賜わります )

          父と子と聖霊のみ名によって。

会衆：アーメン。

派遣の言葉

司式：行きましょう。主の平和のうちに。　

          仕えましょう。主と隣人に。　　　

会衆：アーメン。私たちは行きます。神の助けによって。

派　遣

 わたし              い　　　　　    かみ　 たす

 せかい      つく     ぬし    ぜんのう   かみさま

 な                      いの

 わたし             ひと       からだ            むす     あ                                  かんしゃ

 わたし              き ぼう     にんたい   ゆう き       み                りんじん    あい

  いま     ささ                                                        あかし         せ かい     ひとびと   とど                                                 いた

かな         ひとびと   りんじん                   わたし             せいれい                    おく      だ                                       しゅ
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